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Start No. Start No.

✔ 1 ✔ 1

✔ 3 ✔ 2

✔ 5 6 5

✔ 6 ✔ 6

✔ 7 ✔ 7

✔ 8 5 9

✔ 10 ✔ 10

5 11 ✔ 11

14 12 ✔ 12

✔ 13 17

✔ 14 ✔ 18

✔ 15 ✔ 19

7 16 ✔ 20

✔ 17 6 22

18 ✔ 27

9 19 6 28

6 20 7 29

4 21 30

Country Min Action Country Min Action

JPN 28 PC

4 0

3 2

記載責任者：長谷部謙二

校閲：監督　永井　祐司

シュート数

Hawke's	 Bay	 Cup	 2016(NZL)

大会名 Hawke's	 Bay	 Cup	 2016 日	 	 	 	 付 2016/4/9

場　　所 Hastings(NZL) 天	 	 	 	 	 	 候 雨

試	 	 	 	 合 ＳＦ 通算結果 日本４勝１分

Country RESULT Country

1Q -

日　本 2Q - 中国

JAPAN 3Q - CHINA

4Q -

Name 備考 Name 備考

浅　野　祥　代 GK LI	 Dongxiao GK

小　野　真由美 WANG	 Mengyu

柴　田　あかね XU	 Xiaoxu

阪　口　真　紀 DE	 Jiaojiao

中　島　史　恵 CUI	 Qiu C

西　村　綾　加 XI	 Xiayun

中　川　未由希 C PENG	 Yang

野　村　香　奈 LIANG	 Meiyu

浅　井　悠　由 WANG	 Na

及　川　　栞 LI	 Hongxia

永　井　友　理 WU	 Qiong

永　井　葉　月 ZHANG	 Xiaoxue

湯　田　葉　月 SUN	 Xiao

三　橋　亜　記 SONG	 Qingling

大　家　涼　子 GK YU	 Qian

清　水　美　並 LI	 Jiaqi

真　野　由佳梨 ZHANG	 Jinrong

河　村　元　美 GUO	 Jiajia GK

監督 永井　祐司 監督 CHO	 Myung	 Jun

UMPIRE TRIVIC	 Melissa(AUS) UMPIRE KIM	 Yoon	 Seon(KOR)

Name Score Name Score

永　井　葉　月 1-0

日本 中国
PC数



Hawke’s	 Bay	 Cup	 2016(NZL)	 
	 
2016.4.9	 16:00～	 

0-0	 
	 日本	 １	 1-0	 ０	 中国	 

0-0	 
0-0	 

	 
Hawke's	 Bay	 Cup	 2016(NZL)5 日目、セミファイナルは、Ｂプール 2位の中国(WR5)と対戦である。	 
	 
	 
	 １Ｑ	 日本のセンターパスにより試合が開始される。中国は、後方からのスクープとショートパス
を使い分けチャンスを作り出そうとするが、日本は、全体の距離をコンパクトに保ちこれに対応す
る。9分、相手ボールを奪いカウンターを仕掛けるが、崩すことができず得点に結びつけることがで
きない。中国は、左サイドから繰り返し、サークルインしようと試みるが、日本の粘り強いＤＦにチ
ャンスを作り出すことができない。	 
	 
	 
２Ｑ	 19 分、一瞬の隙をつかれた日本は、サークルトップで受けられサークル内へ進入されるが、
小野を中心としたＤＦ陣が落ち着いて処理する。22 分、左サイドを崩されシュートされるが GK 浅野
が落ち着いて処理する。このボールが、一度はサークル外へ出るが、中国に拾われシュートされるが
得点を許さない。日本の粘り強いプレッシャーに中国は攻めあぐみ、次第にパスミスが多くなる。28
分、河村が右サイドからドリブルで突破をはかると、このプレーに我慢できず中国が反則を犯し日本
はＰＣを取得する。このチャンスをものにしたい日本は、永井葉月に中央からシュートさせるがＤＦ
の足にあたり再びＰＣとなる。2回目は変化をかけ及川から右外を狙うが、ＤＦがこぼしたリバウン
ドボールを永井葉月がリバースでシュートしＰＣとなる。3回目のＰＣを永井葉月がヒットで左下に
打ち込み先制し前半を終了する。	 
	 
	 
	 ３Ｑ	 中国のセンターパスにより後半戦が開始される。中盤での攻防が続く、40 分自陣からアウト
レットのボールをダイレクトでつなぎ、左サイドからサークルを突破しようと試みるが相手ＤＦに阻
まれる。42 分自陣から素早いリスタートでつないだボールを中島がセンタリングするが、中央で待つ
味方に僅かに合わない。44 分ＰＣを取得するが決めることできない。	 
	 
	 
	 ４Ｑ	 何とか同点に追いつきたい中国は、オープン攻撃からドリブルで崩そうと試みるが日本の守
備を崩せない。逆に日本はカウンターを有効に仕掛け追加点を狙うが、最終の場面でのプレーが雑に
なりチャンスを作り出すことができない。55 分、相手コートで奪ったボールを、永井友理がサークル
内へ持ち込みシュートするがＧＫにセーブされる。57 分、日本はＰＣを取得するが決めることができ
ない。雨の降りしきる中、最後まで走りぬいた日本が１点を守りきり終了。	 
この試合に勝った日本は、10 日現地時間 17 時 15 分（日本時間 14 時 15 分）よりニュージーランド
(WR4 位)と優勝をかけて対戦する。	 




